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シミュレーション演習アンケート 集計結果 

 

１．回答数 

アンケート回答者 76 名（うち、看護師役体験者 42 名） 

 

２．回答内容 

１）選択式質問 

 

 

 

なお、各項目において看護師役経験の有無による有意差は見られなかった。 

質問事項 中央値 最頻値 最小値 最大値

事前打ち合わせの時間の長さはいかがでしたか？ 2 2 1 3 ※1

シミュレーションの実施時間の長さはいかがでしたか？ 2 2 1 2 ※1

振り返りの時間の長さはいかがでしたか？ 2 2 1 3 ※1

演習の2日間という期間はいかがでしたか？ 2 2 1 3 ※1

演習には積極的に参加できましたか？ 3 3 2 4 ※2

演習には事前準備をして参加できましたか？ 3 3 2 4 ※2

演習ではグループで協力してできましたか？ 4 4 2 4 ※2

演習は面白かったですか？ 3 3 1 4 ※2

演習は難しかったですか？ 3 3 2 4 ※2

今後もシミュレーション演習をやりたいですか？ 3 3 2 4 ※2

演習を行うことで事例に対する理解が深まりましたか？ 3 3 2 4 ※2

演習を行うことで技術が身についたと思いますか？ 3 3 1 4 ※2

演習を行うことで知識が身についたと思いますか？ 3 3 2 4 ※2

本当の患者のようだと感じられましたか？ 3 2 1 4 ※2

臨床実践のイメージがつきましたか？ 3 3 1 4 ※2

これからの実習への自信につながりましたか？ 3 3 1 4 ※2

看護過程の展開に対する理解が深まりましたか？ 3 3 2 4 ※2

あなたは情報収集（問診）に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたは情報収集（視診）に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたは情報収集（触診）に自信はありますか？ 2 2 1 3 ※2

あなたは情報収集（打診）に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたは情報収集（聴診）に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたはアセスメント（全体像含む）に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたは看護問題抽出に自信はありますか？ 2 2 1 4 ※2

あなたは看護問題の振り返り（評価）に自信はありますか？ 2 2 1 3 ※2

※1　1：短い　2：適切　3：長い

※2　1：全く思わない　2：あまり思わない　3：そう思う　4：非常にそう思う



 

２）自由記載 

【病院実習に近い経験の獲得】 

・「患者さんが日々変化してることが実感できてよかったです。」 

・「その都度、症状等が変わっていくことを実感できたのが良かったです。」 

・「2 日間しかなかったが実際の現場のようなコミュニケーションができた。」 

・「データとして得る情報以外に、自分で知りたい情報を考えて聞くという経験ができてよかった。」 

・「看護過程についての理解が深まった。前まではただ計画を立てるだけ、とかだったけど記録して、修

正しての繰り返しで成り立つことが分かった」 

 

【シミュレーターモデルの特性に対する共通理解の不足】 

・「バイタルが取れず、機械の調整に時間がとられた。」 

・「Spo2 の機械の数値が見づらかった。」 

・「機械を直してほしい。血圧が測れなかった。」 

・「血圧が測りづらかったです。」 

 

【演習内容】 

・「病院に行けないならもっと長くやってもいいのではないかと思いました。」 

・「全員がシミュレーションの看護師をやりたかったです。」 

・「１人２回（実施が）出来たらいい。４人中２人しかやってないし、最初にやったら改善できない。」 

・「看護師役をグループ 1 人ではなく全員体験できるほうがいいと思いました。」 

・「看護師役ができなかったので、みんな看護師役ができるといいと思いました。」 

 

【今後実施したいシミュレーション】 

・腹膜刺激反射 

・末期がん 

・瞳孔反射 

・浮腫 

・経静脈怒張 

・黄疸（目） 

・整形外科、運動機能 

 

以上 


